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城内経済財政政策担当大臣談話 

2025 年 11 月 17 日（月） 
 

１．本日公表の 2025 年７－９月期ＧＤＰ１次速報値では、実質成

長率は、前期比マイナス０．４％と、６四半期ぶりにマイナスと

なった一方で、名目成長率は、前期比プラス０．１％となった。 

実質成長率の内訳を見ると、米国の通商政策の影響により輸出

が減少し、外需が成長率を押し下げた。また、内需についても、

住宅投資が本年度初めの建築物省エネ法等改正に伴う駆け込み

需要の反動の影響から大幅なマイナスになるなど、一時的な押し

下げ要因があった。 

ただし、ＧＤＰの過半を占める個人消費は６四半期連続のプラ

ス、設備投資は４四半期連続のプラスとなっており、景気が緩や

かに回復しているとの認識に変化はない。 

 

２．政府は、「経済あっての財政」を基本とし、「責任ある積極財政」

の考え方の下、戦略的に財政出動を行い、「力強い経済」を構築す

る。その実現に向け、まずは新たな総合経済対策を早急に策定し、

今の国民の暮らしを守るとともに、日本経済の強さを取り戻すた

めの取組を進める。 

 

（以上） 


